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●沖縄戦の展開と県民の戦闘参加 62）
西太平洋の島々を飛び石作戦で北上してきた連合軍は、1945 年３月下旬、日本本土の一角であ
る南西諸島へ迫った。連合軍約 54 万 6000（支援部隊を含む。）のうち、米軍上陸部隊約 17 万 2000
に対し、迎え撃つ日本軍は陸海軍合わせて約 11 万 6400（陸軍約８万 6400、海軍約１万、防衛隊約
２万）の兵力であった。45 年３月 18 日、米軍機動部隊は吸収方面に来襲して沖縄攻略の事前制圧
を行い、23 日から沖縄方面を空襲して、24 日からは沖縄本島地区の官報射撃を加えた。
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徒 1685 名、女子学徒 543 名。
●県民疎開と非戦闘員の犠牲
当時政府及び軍当局においては、沖縄戦が戦場となった場合、数十万の老幼婦女子をどうするか
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地を接収し、新たな基地建設にも着手した。1945 年当時、米軍が確保した基地面積は 182 平方キ
ロであった。米軍は「陸戦ノ法規慣例二関スル条約」（ハーグ陸戦法規）を根拠に、戦時における


















約が結ばれることになった。また朝鮮戦争の激化に伴い、米軍は 53 ～ 54 年にかけて各地で新たな
土地接収を行なおうとしたが、多くの土地所有者はこれに応じず、住民が米軍の銃剣とブルドーザ
ーの前に座り込む等激しい反対闘争が起こった。米軍は 53 年４月に「土地収用令」（高等弁務官布
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1945 年 10 月 23 日、統合参謀本部は沖縄をグリーンランド、アイスランド、ニューファウンド
ランド等と共に主要基地と認め、「沖縄、小笠原を含む日本の旧委任統治領及び中部太平洋の島
嶼を日本から切り離して、アメリカの排他的な戦略的統治の下に置くべき」ことを決めた（JCS‐
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いたマッカーサーは「沖縄を米空軍の要塞化すれば、日本が非武装化しても、軍事的な真空地帯と
































NSC-49（49 年 6 月 15 日）及び共産中国成立後のNSC-48 ／ 2（49 月 12 年 30 日）では、アメリ
カの安全保障にとって重要な地点はもはや中国大陸ではなく、日本・琉球・フィリピンからなるア
ジア大陸沿岸諸島（off shore chain islands）であることが確認され、NSC-48 ／ 2 においては、日本、
沖縄、フィリピンの重要性を指摘した後、沖縄についてはNSC-13 ／ 5 の実施を急ぐべきことが明
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いうNSC-13 ／ 2 の方針が再検討され、1950 年春頃よりアメリカは対日講和促進に向けて動きはじ








の合意は 50 年 9 月７日のNSC-60 ／ 1）。このNSC-60 ／ 1 の中で、沖縄における排他的戦略的支
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53 年 8 月 8 日、訪日したダレス国務長官は奄美諸島の日本への返還を発表したが、その直後、
ワシントンで新木駐米大使に次のような見解を伝えている。
「日本がこの地域（沖縄・小笠原）の安全保障に殆ど閤心を持たず、僅かな努力し」かしない限
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りは、米国が沖縄・小笠原のような戦略的諸島の支配圏を放棄することは困難である。現時点でこ
れらの諸島を力の真空状態の中へ放り出すことは間違っている。」（1953 年 8 月 13 日）。
ダレスは、日本の軍事力強化に強い関心を抱いていた16）。それゆえ、日本政府の防衛力増強努力
を「僅かなもの」と見て常に厳しい評価を下し、再軍備が進まぬ以上、沖縄返還問題の進展もあり
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57 年 12 月 17 日、ホワイト米空軍参謀総長は上院軍事委員会の答弁で、MRBM（中距離弾道弾）
配備の有効な基地として「英国、その他の北大西洋条約諸国、それに恐らくアラスカ、沖縄及びそ
の他の極東地域である」と沖縄の名を挙げたが、沖縄にはＭＲＢＭのソーミサイルが配備され、58
年５月 24 日には、SEATO条約諸国の軍事代表に沖縄のソーミサイルが公開された。また 59 年
11 月７日には、対空ミサイルのナイキハーキュリースの試射を公開、さらに沖縄における低空ミ
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68）日本軍の予想に反し、最初に米軍が上陸を開始した慶良間列島の渡嘉敷島や座間味島において、守備軍の強
制によって行われた島民集団自決の様相については、大田昌秀、『沖縄：戦争と平和』、91 ～ 100 ページ参照。
69）久米島事件については、大島幸夫『沖縄の日本軍』（新泉社、1975 年）あるいは佐木隆三『証言記録　沖縄住
民虐殺』（新人物往来社、1976 年）等参照。概要は大田昌秀『沖縄：戦争と平和』、126 ～ 133 ページ。米軍が





















４）「1945 年に戦争が終わってから、少なくとも 1947 年までの段階に、アメリカの政策当局者の間にあって、冷戦、
つまり、米ソ間の敵対関係のなかにおける沖縄の位置づけが明確でなかった。……1947 年から 48 年にかけて、
沖縄の位置が明確にされてくる。それは何を意味するかというと、冷戦の、つまり、米ソの冷たい戦争の中に
あったとき、ポツダム宣言の終了後、いわばファジーな状態にあった米ソ間の敵対関係が、被害ヨ－ロッパか
らアジアに及んできた状況が、1947 年、48 年において明確になってくるわけです。……48 年を境にして、今
度は対ソ拠点としての沖縄の位置づけというワシントンの政策が出てくるわけです。」袖井林二郎・竹前栄治編
『戦後日本の原点（下）』（悠思社、1992 年）196 ～７、212 ページ。
５）河野康子『沖縄返還をめぐる政治と外交』（東大出版会、1994 年）９ページ。
６）国務省が沖縄を「吾等ノ決定スル諸小島」に含めて日本への返還を主張したのかという点について
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1989 年１月 11 日。






















ナル』1992 年２月 14 日号、30 ペ－ジ。
16）日本の急速な再軍備を執拗に求めるダレスの姿勢に対し、アリソン駐日大使は再軍備問題を持ち出すべきで
はないとの意見を本国に提出する。「アリソン大使は、ダレス宛の報告書の中で、アメリカが再軍備の圧力を日

















20）Department of State, Foreign Relations of the United States, 1958 － 1960, vol.3, National Security Policy; 























伊藤隆『岸信介の回想』（文藝春秋社、1981 年）180 ～ 1 ページ。
25）首脳会談１週間前の６月 12 日、ダレスは大統領に対して岸訪米に備えてのメモを送っているが、その中でダ
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